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　 写真 2　現在の京城帝国大学医学部写真 1　京城帝国大学正門の校牌
（現在は撤去されている）
 























































































立し（1916 年 4 月 1 日付、勅令 80 号「朝鮮総督府専門学校官制」公布）、久保武を解剖
学教授として招いた。大韓医院附属医学校の教官であった久保武は、朝鮮総督府医院医

















もに解剖学第（三）講座担当」（彩雲 1936：36）の助教授に赴任したのは 1926 年 4 月 1 日





























	 	 	 	
　1934 年 4 月 1 日から 2 日間、東京人類学会創立 50 年記念大会が東京帝国大学法文経
済 1 号館第 11 教室で開催された。全 46 本の発表論文のうち、初日の最初の分科 4 本と



















浜・田辺・高牟礼 1934、 荒瀬・小浜・島・西岡・田邊・高牟禮・川口 1934）。
　東京の雄山閣は人類学・先史学講座全 19 巻を出版したが、第 1 巻が 1938 年 5 月 5 日、
第 19 巻が 1940 年 12 月 31 日に刊行された。すなわち、2 年半の間に、当時における体
質人類学および先史学の学問的成果を網羅する全 98 本の論文や関連資料が企画出版さ
れたことになる。民族学的な論文としては、第 6 巻に収録された宗教民族学者・宇野円
空の「原始民族と宗教」が一つあるだけであった。第 4 巻（1938 年 9 月 10 日刊行）の論
文 5 本中 4 本が城大出身の成果であり（上田常吉：統計法、今村豊：骨学、島五郎：朝




















スル自然科学的硏究事項」であった（京城帝国大学滿蒙文化硏究会規約、昭和 7 年 12 月
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　「すでに 1934‒36 年に朝鮮人研究のために 2000 円を受け取ったことがある今村豊教授
は、外務省文化事業部の助成金で「満蒙諸民族の体質人類学的研究」 で 1938 年、1939


























「宗教と民俗」を主な研究対象とした赤松や秋葉は、1935 年 9 月の 1 ヵ月間、フィールド
ワークとして興安嶺の鄂倫春（日本の研究者は「オロチョン」と表記する）地域に出向い
た。とりわけ秋葉はその 1 ヵ月の間、現地で寝食を共にしながら資料蒐集に臨む人類学















たはずである。とりわけ 1937 年 7 月に日中戦争が勃発したことを考えると、蒐集期間が






ヤクート族の参考品で、鹿を呼ぶのに使う。蒐集日は 1937 年 7 月。蒐集地は興安北省。
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写真 10、11、12、13　京城帝大医学部解剖学教室が蒐集したオロチョン族の参考品
　満蒙文化研究会は、研究チームの研究成果を「パンフレット」と「報告」の 2 つの形式
で出版し、1938‒1942 年の間に全 7 冊を発行した。このうち、「報告」第 4 冊に「蒙古族






　日中戦争が勃発すると、京城帝国大学は 1938 年 6 月 4 日に満蒙文化研究会を大陸文

















とともに拝見している （2011. 4. 9 小倉にて）
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万人で、蒙古人 30 万、回民 10 万、残りは漢民族である。西スニット旗の王公德王が
1934 年初に百霊廟で蒙古復興運動を起こすと、蒙古聯盟、察南、晋北の 3 ヵ所の連絡主




































の会員でもあった今村は、1935 年夏の 1 ヵ月間、体質人類学調査のために満洲族、索倫
族、達呼爾族、額魯特族、顎倫春族、錫伯族などを訪問し、1941 年夏の 1 ヵ月間は吉林




















ら、城大出身の軍医部隊の慰問のために 1940 年 2 月 28 日から 3 月 24 日までの 1 ヵ月の
間、北京－石家庄－太原－山西－下福のルートで北支を訪問している（『京城日報』1940


























　「皇紀 2602 年」（1942 年）という文字の上に半透明の頭蓋骨と猫の顔が重なる『京城医


















しのつかない程に敗色が濃くなっていた。日本軍の玉砕は 1942 年 12 月 8 日のニューギ
ニアのバサブアから始まり、1943 年 1 月 2 日にはニューギニアのブナ、1943 年 5 月 12














Museum Perang Dunia KEII 1942-1944 に展示されている地図（筆者撮影、2009）




































3	 Domi Korwa（76 歳）と Elia Rumasew（79 歳）。当時、日本軍は戦場に必要な労働力を「労務者」という













氏ニ話ヲシテ Koerei 島ニ人骨ヲ探シニ行ク。此ノ島ハ Mansawan ト roebekan 共同ノ墓地
デモッ？タテ、部落ノ東ニ当ル。硬岩ノ島デ西ニ向イテ一ツノ洞窟ガアル。ソノ中ニ概
ネ 100 ニ近イ人骨ト石器ガアリ、一ツノ木製ノ人形ガコロンデヰル。鈴木君大ニヨロコ
ブ。／一緒ニイッタ roebekan ノ wakir ガゴウヨクナ奴デ、余リ沢山トラセナイ。何トカ





　Sowek とコリドの間は細長い湾で、コリドから Sowek に行くには必ず船に乗らなけれ





















　「小野寺氏ニ話ヲシテ Koerei 島ニ人骨ヲ探シニ行ク。此ノ島ハ Mansawan ト roebekan
共同ノ墓地デモッ？タテ、部落ノ東ニ当ル。硬岩ノ島デ西ニ向イテ一ツノ洞窟ガアル。
ソノ中ニ概ネ 100 ニ近イ人骨ト石器ガアリ、一ツノ木製ノ人形ガコロンデヰル。鈴木
君大ニヨロコブ。／一緒ニイッタ roebekan ノ wakir ガゴウヨクナ奴デ、余リ沢山トラセ
ナイ。何トカ彼トカイヒツツ 16 ～ 7 個トッテヒキカヘス」（下線は泉）。泉が小野寺氏
と話をしたというのは、彼の助けを得て船を借り、Sowek 付近の小さな無人島＝「人骨

















の配下にあった小規模の海軍陸戦隊の一部であった。ビアクの本隊は、1944 年 5 月 27 日に攻撃を開始
したアメリカ軍によって 11,000 名が全滅した（6 月 22 日）。太平洋戦争当時、ニューギニアからフィ
リピンのレイテ島へ北上して進撃するアメリカ軍を遮るための要地であったビアク島での戦闘は、最も























































したもので、その内容は次の通りである（『京城日報』1944 年 4 月 15 日付）。












（『週刊朝日』1943 年 12 月 19 日付）
写真 29　「共同研究に重点　城大の決戦体
制全し」























ていた今村の声（『京城日報』1940 年 1 月 8 日付）は、遠い神話になってしまった。













　7 月 30 日　岩瀬、石原、鈴木、三浦　京城発／ 8 月 2 日　全員京城発。総長の見送り／ 8 月 3 日　山
海関通過。北京で乗り換へ。岩瀬隊合流／ 8 月 4 日　張家口着。鈴木隊合流／ 8 月 5 日　張家口滞在／ 8
月 6 日　岩瀬、相馬、三浦　大同厚和へ。泉、鈴木　包頭へ。其他　宣化へ／ 8 月 7 日　それぞれ大同、
包頭、宣化／ 8月 8 日　岩瀬隊を除き、包頭集結。（左）


































立され（1945 年 6 月 5 日）、今村豊が所長に任命された。この研究所の準備過程の実務
は、ほとんど泉靖一が担当した。泉は 8 月 27 日に「京城帝国大学大陸資源科学研究所助
教授」の任命を受けた。本土決戦が差し迫っていた状況の下、とりわけ沖縄戦が頂点に







開発と高度の利用に関する基礎研究である。……所長に 3 年、所員に 2 年の任期を付与





















　1940 年から 45 年まで行われた研究実績について整理した日本人類学会の資料を分析
すると、一つの興味深い事実が見えてくる。戦前に行われた実績に関する戦後の評価と
して、日本人類学会は、戦争期の 5 年間に行われた全 25 件の体質人類学的現地調査に注



























	 1943 年（1‒7 月、ニューギニア、ヘールヒンク湾地方の土民、鈴木誠：城大解剖；7 月、満洲黒龍江沿
岸、今村豊／坂本和英：城大解剖；8‒9 月、満洲、橫尾安夫：東大解剖）











い大学の医学部は 1945 年 10 月 1 日に発足した。軍政庁法令（Ordinance）第 15 号（1945
年 10 月 16 日）は、Keijo Imperial University を Seoul University に名称変更した。したがっ
て、公文書による京城帝国大学の公式の廃校日は 1945 年 10 月 16 日であり、廃校決定の
主体は米軍政であった。続いて京城帝国大学の教授たちに対する免職辞令が発令された。








　1945 年 7 月、東京の文部省傘下の民族研究所蒙疆班の一員として派遣され、「8 月 15
日、終戦で蒙疆班に属した小野忍、杉浦健一、徳永康元、佐口透の 5 名が行動を共に




文化運動として必要なことであったと主張する。8 月 22 日、大学本部で泉氏と他の話を
する。近い時日に学内で大陸科学研、民研合同で人類学民族学座談会を開催しようと。8
月 23 日、今村先生と一緒に酒を飲んで、泉氏の斡旋で船に乗る問題と出発を論議」（佐
口 1976：44）。「8 月 25 日、午後 3 時から城大大陸科学研主催で人類学民族学座談会を
開き、小野、杉浦、佐口が出席して経歴を紹介する。集まった人は全部で 20 余名であっ
た」（佐口 1976：45）。「8 月 29 日、大学に行って泉氏に会う。陳列館に行って、朝鮮土
俗資料、ニューギニア土俗品を参観する」（佐口 1976：47）。先述の通り、泉靖一は 8 月

















「京城内地人世話会」は 8 月 18 日に活動を始め、9 月 2 日からは会報を刊行し始めた。9
月 20 日、日本政府の次官会議において引き揚げ事務所が議題となり、10 月 18 日には
GHQ が厚生省に引き揚げ業務を担当するよう指令した。引き揚げ事業の基本的な枠組み
が整ったわけである。10 月 11 日、京城に移動医療局（Medical Relief Union: MRU）が
開設され、京城帝大の医療陣がこれに加わった。この過程で、京城帝大の教授や学生た
ちは世話係として業務を手伝い、学生部の総務は横溝が担当した。10 月 15 日の覚書で
「内地受入事務所」が設置されることになったが、その一つである博多は、京城内地人世


































保養所を設けた（1946 年 3 月 25 日）。しかし、当時の法律は帝国法令下にあり、堕胎は
不法と見なされていた。戦時の人口増加を促進するため、政策の一つとして堕胎が禁じ
られていたのである。そのことを知っていた医師たちが堕胎手術を忌避したのは障害で



































































































　今村が弟子の田中に送った 1956 年 12 月 8 日の葉書には、「小生が第一回の病院船に乗
つて博多に上陸した日でもある」（田中 1972：28）と書かれている。今村は 1945 年 12 月























































写真 44　1952 年 10 月、人類学会・民族学会連合
大会の時に撮影された写真

















左から島、蒲生（、不明）である。私はこの写真を、2003 年 9 月に秋葉教授の娘である































































































































































































































김옥주 2008.12「경성제대 의학부의 체질인류학 연구」『醫史學』17(2): 191‒203。
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